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こ
と
で
す
。
神
田
川
等
で
は
下
水
道
の
普
及
と
高
度
処
理
の
導
入

に
よ
り
、
そ
の
水
質
は
劇
的
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
の

高
度
処
理
人
口
普
及
率
は
わ
ず
か
12
％
で
あ
り
、
先
進
国
と
比
較

し
て
も
低
い
状
況
に
あ
り
、
早
急
な
整
備
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
合
流
式
下
水
道
の
改
善
を
緊
急
に
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
合
流
式
下
水
道
は
、
汚
水
と
雨
水
を
一
本
の
管
き
ょ
で

排
除
す
る
下
水
道
で
あ
り
、
古
く
か
ら
下
水
道
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
た
大
都
市
を
中
心
に
採
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
雨
天
時
に

未
処
理
下
水
が
公
共
用
水
域
に
流
出
す
る
た
め
、
水
質
保
全
上
、

公
衆
衛
生
上
極
め
て
問
題
で
す
。
合
流
式
下
水
道
を
採
用
し
て
い

る
の
は
、
全
国
の
下
水
道
実
施
都
市
の
約
１
割
、
面
積
の
約
２
割
、

下
水
道
処
理
人
口
の
約
３
割
を
占
め
て
お
り
、
公
共
用
水
域
に
与

え
る
影
響
も
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
改
正
下
水
道
法

施
行
令
が
施
行
さ
れ
、
原
則
10
年
以
内
に
改
善
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
雨
天
時
に
流
出
さ
せ
て
い
た
下
水
を
一
時
的

に
貯
め
た
後
で
処
理
す
る
た
め
の
貯
留
施
設
の
整
備
や
流
出
す
る

下
水
中
の
ゴ
ミ
を
取
り
除
く
た
め
の
ス
ク
リ
ー
ン
の
設
置
な
ど
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
循
環
型
社
会
の
形
成
に
貢
献
す
る
た
め
の
下
水
道
資
源

の
有
効
利
用

下
水
道
の
整
備
に
伴
い
、
下
水
道
の
有
す
る「
資
源
」
も
増
加
し

て
き
ま
し
た
。

下
水
処
理
水
の
量
は
、
全
国
で
使
わ
れ
て
い
る
生
活
用
水
の
約

８
割
に
相
当
し
、
都

市
の
貴
重
な
水
資
源

で
す
。
現
在
、
せ
せ

ら
ぎ
用
水
や
河
川
の

維
持
用
水
、
ト
イ
レ

用
水
な
ど
の
雑
用
水

の
他
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
対
策
の
た
め
散

水
用
水
な
ど
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
利
用
量
は

１
・
５
％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
今
後
は
積
極

下
水
道
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む

上
で
必
要
不
可
欠
な
社
会
資
本
で
す
。
下
水
道
処
理
人
口
普
及
率

は
、
平
成
15
年
度
末
で
67
％
と
、
国
民
の
３
人
に
２
人
が
下
水
道

を
利
用
で
き
る
ま
で
に
普
及
し
ま
し
た
が
、
下
水
道
の
役
割
を
ト

イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
生
活
環
境
の
改
善
だ
け
と
思
わ
れ
て
い
る
人

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
下
水
道
に
は
地
球
環
境
を
保

全
・
創
造
し
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
と
い
っ
た
多
様
な
役
割

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
下
水
道
の
役
割
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
下
水
道

〜
下
水
道
の
多
様
な
役
割
〜

都
市
・
地
域
整
備
局
　
下
水
道
部
下
水
道
企
画
課

（
１
）
水
環
境
保
全
の
た
め
の
下
水
道
の
普
及
、
高
度
処
理
の

推
進
、
合
流
式
下
水
道
の
改
善

水
環
境
の
改
善
に
は
、
下
水

道
の
整
備
が
非
常
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
現

在
ま
で
の
下
水
道
の
整
備
に
よ

り
、
河
川
の
水
環
境
は
大
き
く

改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
湖
沼
や
湾
な
ど
の
閉

鎖
性
水
域
は
依
然
と
し
て
環

境
基
準
の
達
成
状
況
は
十
分

で
は
な
く
、
早
急
な
改
善
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

環
境
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
微
量
有

害
物
質
へ
の
対
応
な
ど
か
ら
水

道
水
源
域
等
の
水
質
保
全
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
未
普
及
地
域
で
は
、

依
然
と
し
て
生
活
排
水
が
公

共
用
水
域
に
垂
れ
流
さ
れ
て

お
り
、
下
水
道
の
普
及
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
現
在
、
多
く
の
処
理

場
の
水
処
理
レ
ベ
ル
は
諸
外
国

に
比
べ
て
低
く
、
道
路
に
例
え

る
と
簡
易
舗
装
を
終
え
た
程

度
で
す
。
今
後
、
良
好
で
安
全

な
水
環
境
を
形
成
し
世
界
に

誇
れ
る「
環
境
立
国
」
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
高
度
処
理
の

推
進
が
必
要
で
す
。
高
度
処
理

と
は
、
窒
素
や
リ
ン
と
い
っ
た

富
栄
養
化
の
原
因
物
質
な
ど

を
除
去
で
き
る
処
理
方
法
の

環
　
境

大和川（大阪市明治橋付近）神田川の水質の経年変化

下
水
道
普
及
率
（
％
）

処理水を活用してよみがえる水と緑の空間（岐阜県）
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し
、
浸
水
を
防
除
す
る
の
は
下
水
道
の
役
割
で
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
、
そ
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
お
お
む
ね
５
年
に
１
度
の
大
雨
に
対
す
る
安
全
度
を
示

す
都
市
浸
水
対
策
達
成
率
は
、
全
国
平
均
で
51
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
状
況
で
す
。
特
に
地
下
街
等
の
存
在
す
る
中
心
市
街
地
な
ど

の
浸
水
対
策
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

雨
水
を
速
や
か
に
排
除
す
る
た
め
の
管
き
ょ
や
ポ
ン
プ
場
の
能

力
増
強
、
雨
水
を
貯
留
浸
透
す
る
た
め
の
施
設
整
備
な
ど
の
ハ
ー

ド
対
策
と
住
民
へ
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
の
ソ
フ
ト

対
策
を
織
り
交
ぜ
た
総
合
的
な
浸
水
対
策
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
２
）ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
下
水
道
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め

の
改
築
・
更
新
、
耐
震
化

下
水
道
は
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
あ
り
、
施
設
の
老
朽
化
は
下
水
道
の
機
能
の
み
な
ら
ず
社
会

生
活
に
も
大
き
な
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

管
き
ょ
の
老
朽
化
と
と
も
に
、
全
国
で
年
間
約
２
０
０
０
件
も
の

特集■下水道�新時代�

的
に
活
用

す
べ
き
で

す
。産

業
廃

棄
物
の
約

２
割
を
占

め
る
下
水

汚
泥
も
、

建
設
資
材

や
コ
ン
ポ
ス

ト
と
し
て
の
利
用
、
さ
ら
に
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
消
化
ガ
ス

の
利
用
な
ど
に
よ
り
、
省
資
源
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
貢
献
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
施
設
の
有
効
も
進

め
て
い
ま
す
。
全
国
に
約
８
０
０
０

ha
あ
る
下
水
処
理
場
の
上
部
空
間
等

は
公
園
や
広
場
な
ど
へ
の
活
用
や
、

37
万
�
に
も
上
る
管
き
ょ
空
間
は
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
空
間
と
し
て
の

利
用
な
ど
、
下
水
道
は
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
ら
下
水
道
資
源
の
有
効
利

用
を
全
国
各
地
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
の
た
め
の
浸
水
対
策

昨
年
は
、
新
潟
・
福
島
豪
雨
や
福
井
豪
雨
の
ほ
か
日
本
に
上
陸

し
た
10
個
の
台
風
な
ど
に
よ
り
、
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
近
年
の
雨
の
降
り
方
を
み
る
と
、
局
所
的
・
集
中
的
な
豪

雨
が
増
加
し
、
加
え
て
、
都
市
部
に
お
い
て
は
都
市
化
に
よ
る
雨

水
の
流
出
率
の
増
加
や
地
下
空
間
の
発
達
が
都
市
の
浸
水
安
全
度

を
著
し
く
低
下
さ
せ
て
お
り
、
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
や
す

い
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

都
市
内
に
降
っ
た
雨
水（
い
わ
ゆ
る「
内
水
」）を
速
や
か
に
排
除

道
路
陥
没
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
下

水
道
の
ス
ト
ッ
ク
の

増
加
に
伴
い
老
朽
化

は
今
後
急
速
に
進
行

す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
日
頃
の

適
切
な
維
持
管
理
と

と
も
に
施
設
の
改

築
・
更
新
に
併
せ
て

耐
震
化
を
は
じ
め
と

す
る
機
能
の
計
画

的
、
段
階
的
な
向
上

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
東
海
地
震
等
の
大
規
模
地
震
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る

中
、
早
急
な
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
施
設
の
被
災
は
、
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
な
ど
市
民
生
活
に

直
接
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
汚
水
の
滞
留
や
公
共
用
水

域
の
汚
染
に
よ
る
伝
染
病
の
発
生
等
公
衆
衛
生
上
の
問
題
や
降
雨

時
の
浸
水
被
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を
危

機
に
さ
ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
水
道
や
電
気
、
ガ
ス
ば
か
り
に

注
目
が
集
ま
り
ま
す
が
、
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
と
し
て
、

下
水
道
施
設
の
耐
震
化
や
被
災
し
て
も
早
急
に
復
旧
可
能
な
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
の
た
め
の
普
及
促
進

下
水
道
は
、
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
に
必
要
不
可
欠
な
施
設

で
あ
り
、
ま
た
、
使
え
な
い
人
々
に
と
っ
て
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

使
え
な
い
、
正
に「
有
」か「
無
」か
の
施
設
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
全
国
で
は
、
依
然
と
し
て
約
２
７
０
０
万
人
の
方
々

が
下
水
道
を
使
用
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
と
と
も
に
、
下
水
道
普

及
率
が
全
国
平
均
66
・
７
％
で
あ
っ
て
も
、
下
水
道
普
及
率
が
一
番

低
い
県
は
11
％
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
全
国
平
均
を
下
回
る
県

は
35
県
と
な
っ
て
い
る
な
ど
地
域
格
差
は
非
常
に
大
き
く
、
早
急

な
整
備
が
必
要
で
す
。
特
に
普
及
の
遅
れ
て
い
る
中
小
市
町
村
の

重
点
的
な
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

安
　
全

く
ら
し

バイオ天然ガスで走行する神戸市営バス 汚泥の利用＜汚泥消化ガス＞（神戸市）

新潟県中越地震におけるマンホールの浮き上がり
（新潟県小千谷市）

〈1時間降水量の年間延べ発生回数　全国の約1,300地点のアメダスより〉
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る
者
は
、
人
の
健
康
に
係
る
被
害
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害

を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
シ
ア
ン
な
ど
の
有
害
物
質
又
は
油
が

公
共
下
水
道
に
流
入
す
る
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
直
ち
に

応
急
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
公
共
下
水
道
管

理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
４
）
そ
の
他

改
正
法
の
施
行
期
日
は
、
公
布
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
と
し
ま
し
た
。

※
１
　
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
と
は
、
そ
の
水
質
の
汚
濁
が
２
以
上
の

市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
汚
水
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
下
水
道

の
整
備
に
よ
っ
て
水
質
環
境
基
準
を
達
成
す
べ
き
公
共
用
水
域
ご
と
に
都

道
府
県
が
定
め
る
下
水
道
の
整
備
に
関
す
る
総
合
的
な
基
本
計
画
で
す
。

※
２
　
終
末
処
理
場
と
は
、
下
水
を
最
終
的
に
処
理
し
て
公
共
用
水
域
に
放
流

す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

※
３
　
高
度
処
理
終
末
処
理
場
と
は
、
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
に
お
い

て
削
減
目
標
量
が
定
め
ら
れ
た
終
末
処
理
場
で
、
放
流
す
る
下
水
の
窒
素

含
有
量
又
は
燐
含
有
量
に
係
る
水
質
を
一
定
の
レ
ベ
ル
以
上
に
改
善
で
き

る
構
造
の
も
の
で
す
。

※
４
　
公
共
下
水
道
と
は
、
原
則
と
し
て
市
町
村
が
管
理
し
、
家
庭
や
工
場
な

ど
か
ら
の
下
水
を
直
接
受
け
る
基
礎
的
な
下
水
道
で
す
。

※
５
　
流
域
下
水
道
と
は
、
原
則
と
し
て
都
道
府
県
が
管
理
し
、
公
共
下
水
道

な
ど
か
ら
の
下
水
を
受
け
る
広
域
的
な
下
水
道
で
す
。

※
６
　
特
定
事
業
場
と
は
、
人
の
健
康
に
係
る
被
害
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被

害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
質
又
は
油
を
含
む
汚
水
を
排
出
す
る
一
定

の
工
場
又
は
事
業
場
の
こ
と
で
す
。

下
水
道
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
公
共
用
水
域
の
水
質
は
総
じ

て
改
善
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
湾
や
湖
沼
な
ど
の
閉
鎖
性
水
域

に
お
い
て
は
改
善
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

原
因
で
あ
る
窒
素
及
び
燐り

ん

の
流
入
負
荷
量
を
一
層
削
減
す
る
た

め
、
下
水
の
処
理
水
質
を
向
上
さ
せ
る
高
度
処
理
を
推
進
す
る

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
や
、
さ
ら
に
は

下
水
道
へ
の
シ
ア
ン
な
ど
の
有
害
物
質
や
油
の
流
出
事
故
が
多

く
発
生
し
て
お
り
、
広
域
的
な
雨
水
排
除
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
事
故
発
生
時
に
お
け
る
措
置
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
案
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
公
共
用
水
域

の
水
質
の
保
全
、
都
市
に
お
け
る
浸
水
被
害
の
防
止
な
ど
の
た

め
、
下
水
道
が
そ
の
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
最
大
限
発
揮
で

き
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
（
平

成
17
年
６
月
１
日
）、
第
１
６
２
回
国
会
に
お
い
て
審
議
中
で
す
。

以
下
に
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

下
水
道
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
に
つ
い
て

都
市
・
地
域
整
備
局
　
下
水
道
部
下
水
道
企
画
課

（
１
）
高
度
処
理
の
積
極
的
な
推
進
（
図
１
）

①
　
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
に
お
け
る
削
減
目
標
量
の

設
定

湾
や
湖
沼
な
ど
の
閉
鎖
性
水
域
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
流
域

別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
に
は
、
終
末
処
理
場
ご
と
の
窒
素
含

有
量
又
は
燐
含
有
量
の
削
減
目
標
量
及
び
削
減
方
法
に
関
す
る

事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

②
　
窒
素
又
は
燐
の
削
減
を
肩
代
り
す
る
場
合
の
費
用
負
担

イ

高
度
処
理
終
末
処
理
場
を
管
理
す
る
地
方
公
共
団
体
は
、
他

の
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
終
末
処
理
場
の
削
減
目
標
量

の
一
部
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
自
ら
の
削
減
目
標
量
を

超
え
て
窒
素
含
有
量
又
は
燐
含
有
量
を
削
減
す
る
旨
を
、
当

該
他
の
地
方
公
共
団
体
の
同
意
を
得
て
、
都
道
府
県
に
対
し
、

申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ロ

イ
の
申
出
に
係
る
当
該
他
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
費
用

の
負
担
に
関
す
る
事
項
な
ど
が
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画

に
記
載
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
高
度
処
理
終
末
処
理
場
の
管

理
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
当
該
他
の
地
方
公
共
団
体
に
負
担

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
２
）
広
域
的
な
雨
水
排
除
の
推
進
（
図
２
）

公
共
下
水
道
に
よ
り
排
除
さ
れ
る
雨
水
の
み
を
受
け
て
、
二

以
上
の
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
雨
水
を
排
除
す
る
下
水
道
を
、

流
域
下
水
道
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。（
雨
水
流
域
下
水
道
）

（
３
）
事
故
時
の
措
置
の
義
務
付
け

特
定
事
業
場
か
ら
下
水
を
排
除
し
て
公
共
下
水
道
を
使
用
す

改
正
の
概
要

改
正
の
背
景

※
１

※
２

※
３

※
４

※
５※

６
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〈図１〉高度処理の積極的な推進

〈図２〉広域的な雨水排除の推進
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理
の
普
及
を
促
進
で
き
る
よ
う
連
携
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
こ
れ
ら
の
連
携
施
策
を
紹
介
し

ま
す
。

○
　
都
道
府
県
構
想

「
都
道
府
県
構
想
」
と
は
、
汚
水
処
理

施
設
の
整
備
を
よ
り
一
層
効
率
的
か
つ

適
正
に
進
め
る
た
め
、
各
都
道
府
県
が

市
町
村
の
意
見
を
反
映
し
た
上
で
策
定

し
て
い
る
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
に
関

す
る
総
合
的
な
計
画
で
あ
り
、
下
水
道
、

集
落
排
水
施
設
、
浄
化
槽
な
ど
の
汚
水

処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の

構
想
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

な
お
、
平
成
10
年
６
月
ま
で
に
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
に
お

い
て
そ
の
全
域
を
対
象
と
し
た
「
都
道
府
県
構
想
」
が
策
定
さ

れ
て
お
り
、
平
成
16
年
度
末
現
在
で
38
道
府
県
に
お
い
て
見
直

し
さ
れ
て
お
り
、
９
都
府
県
に
お
い
て
見
直
し
中
と
な
っ
て
い

ま
す
。

下
水
道
に
は
都
市
の
浸
水
対
策
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、

さ
ら
に
は
下
水
道
の
有
す
る
処
理
水
、
汚
泥
等
の
活
用
に
よ
る

環
境
の
保
全
・
創
出
な
ど
、
多
種
多
様
な
役
割
が
あ
り
ま
す
が
、

も
っ
と
も
基
本
的

な
役
割
は
、
や
は

り
ト
イ
レ
の
水
洗

化
と
汚
水
処
理
で

す
。
下
水
道
の
普

及
は
都
市
部
か
ら

進
め
ら
れ
て
き
て

お
り
、
平
成
15
年

度
末
時
点
の
下
水

道
処
理
人
口
普
及

率
は
全
国
平
均
で

66
・
７
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
人
口

５
万
人
未
満
の
中

小
市
町
村
に
お
い

て
は
、
未
だ
に

33
・
９
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県

一
刻
も
早
い
汚
水
処
理
の

普
及
に
つ
い
て

〜
連
携
に
よ
る
効
率
的
な
事
業
の
推
進
〜

都
市
・
地
域
整
備
局
　
下
水
道
部
下
水
道
事
業
課

ご
と
の
普
及
率
を
見
る
と
、
全
国
平
均
を
超
え
て
い
る
の
は
わ

ず
か
12
都
道
府
県
だ
け
で
あ
り
、
地
域
較
差
が
非
常
に
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
一
人
一
人
に
と
っ
て
有
か
無
か
と
い
う

下
水
道
の
性
格
上
、
一
刻
も
早
く
未
普
及
地
域
の
解
消
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

汚
水
処
理
施
設
に
は
国
土
交
通
省
が
所
管

す
る
公
共
下
水
道
、
農
林
水
産
省
が
所
管
す

る
集
落
排
水
施
設
、
環
境
省
が
所
管
す
る
浄

化
槽
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
後
普
及
が
拡
大

し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
人
口
５
万
人
未
満

の
市
町
村
に
お
い
て
は
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
汚
水
処
理
施
設
の
特
性
を

活
か
し
つ
つ
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
効
率

的
か
つ
計
画
的
な
整
備
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
及
び
環

境
省
は
、
市
町
村
が
自
ら
地
域
の
実
情
な
ど

を
踏
ま
え
、
経
済
的
か
つ
効
果
的
な
汚
水
処

汚
水
処
理
施
設
整
備
事
業
の
連
携

都市規模別下水道処理人口普及率

都道府県別下水道処理人口普及率

汚水処理連携整備事業のイメージ図

都道府県構想の例（岡山県）
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ど
、
事
業
着
手
時
か
ら
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
、
よ
り
弾

力
的
か
つ
効
率
的
な
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
・
管
理
を
図
る
観

点
か
ら
、
平
成
12
年
12
月
に
農
林
水
産
省
と
共
同
で
通
知
を
発

出
し
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、
事
業
実
施
中
の
下
水
道
と
集

落
排
水
施
設
を
管
き
ょ
に
よ
り
接
続
す
る
場
合
の
取
り
扱
い
を

周
知
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
16
年
度
末
ま
で
に
19
県
52
箇
所

に
お
い
て
、
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

汚
水
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
三
省
が
連
携
し
て
効
率

的
に
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
域
再
生
の
観
点
か
ら
、
複

数
の
汚
水
処
理
施
設
を
一
体
的
に
整
備
し
よ
う
と
す
る
地
方
公

共
団
体
に
お
い
て
、
事
業
間
で
の
融
通
や
年
度
間
で
の
事
業
量

の
変
更
が
可
能
な
汚
水
処
理
施
設
整
備
交
付
金
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。

○
　
制
度
の
概
要

事
業
主
体
で
あ
る
市
町
村
は
、
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
計
画
な

ど
を
定
め
た
地
域
再
生
計
画
を
内
閣
府
に
提
出
し
、
内
閣
府
は
関

係
省
と
協
議
の
上
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
ま
す
。
汚
水
処
理

施
設
整
備
交
付
金
制
度
は
、
地
域
再
生
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た

事
業
に
つ
い
て
内
閣
府
に
一
括
計
上
し
た
交
付
金
を
充
当
し
て
実

施
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
省
に
移
し
替
え
た
後
執
行
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
か
ら
の
交
付
申
請
や
交
付
決
定
の

窓
口
に
つ
い
て
は
、

三
省
で
一
体
的
に

行
う
こ
と
に
よ
り

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を

実
現
し
て
お
り
、

市
町
村
に
と
っ
て

も
事
務
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま

す
。

○
　
制
度
の
特
徴

こ
れ
ら
を
整
理

特集■下水道�新時代�

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
省
、
環
境
省
と
共
同

で
通
知
を
発
出
し
、
市
町
村
の
意
向
を
尊
重
し
た
計
画
の
策
定

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
費
用
比
較
の
際
に
参
考
と
な
る
基

礎
数
値
を
提
示
す
る
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た

適
切
な
見
直
し
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

○
　
汚
水
処
理
施
設
連
携
整
備
事
業

各
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

活
か
し
て
連
携
し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
用

水
域
に
お
け
る
水
質
保
全
が
よ
り
一
層
促
進
さ
れ
る
と
見
込
ま

れ
る
市
町
村
を
認
定
し
、
関
係
省
が
重
点
的
に
支
援
を
行
う
汚
水

処
理
施
設
連
携
整
備
事
業
を
、
平
成
９
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。
実
施
市
町
村
に
お
い
て
は
、
各
種
汚
水
処
理
施
設
の
重
点
的

な
整
備
を
行
い
、
国
土
交
通
省
を
始
め
と
し
た
関
係
省
は
本
事
業

の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
各
対
象
事
業
の
支
援
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
平
成
16
年
度
末
ま

で
に
23
府
県
44
市
町
村
に
お
い
て
、

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
　
汚
水
処
理
施
設
共
同
整
備

事
業
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ：

ミ
ッ

ク
ス
）
の
推
進

下
水
道
等
、
複
数
の
汚
水
処
理

施
設
が
共
同
で
利
用
で
き
る
施
設

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
施
設
整

備
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
他
事

業
で
も
共
同
で
利
用
で
き
る
施
設

を
下
水
道
事
業
に
よ
り
整
備
す
る

汚
水
処
理
施
設
共
同
整
備
事
業

（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
を
平
成
７
年
度
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
16

年
度
末
ま
で
に
24
道
府
県
62
箇

所
に
お
い
て
、
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

○
　
下
水
道
と
集
落
排
水
施
設

と
の
接
続

地
域
の
土
地
利
用
の
変
化
な

す
る
と
、
汚
水
処
理
施
設
整
備
交
付
金
制
度
は
市
町
村
の
自
由

度
を
高
め
る
以
下
の
特
徴
を
有
す
る
制
度
と
い
え
ま
す
。

・
省
庁
の
壁
を
超
え
て
一
本
化
し
た
交
付
金
を
内
閣
府
に
一
括

計
上

・
一
本
の
交
付
金
の
下
、
地
域
再
生
計
画
に
基
づ
き
、
市
町
村

の
裁
量
に
よ
り
自
由
な
施
設
整
備
が
可
能

・
計
画
の
申
請
、
予
算
要
望
な
ど
の
手
続
き
は
、
内
閣
府
の
下

に
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
幅
に
簡
素
化

・
市
町
村
は
、
事
業
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
事
業
間
で
の
融

通
や
年
度
間
の
事
業
量
の
変
更
が
可
能

汚
水
処
理
の
普
及
は
、
国
民
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
今
後
と
も

関
係
府
省
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
迅
速
か
つ
効
率
的
な
普
及
が

達
成
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

汚
水
処
理
施
設
整
備
交
付
金

MICSと通常事業との費用比較（鳥取県南部町（旧西伯町）の例）

接続の事例


